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二〇一四年十月に、佐藤次高著
Sugar in 
the Social L
ife of M
edieval Islam
（二四〇ペー
ジ、一四〇ドル）が刊行され、シリーズがスタートした。翌月の北米中東学会（ＭＥＳＡ）年次大会にあわせてのリリースで、ブリル社のブースで展示された。大会の書店ブースは百社近くが出店し、新刊書や売れ筋の本が展示され、値引きがある で、いつも研究者でにぎわっている
本シリーズは、
ＮＩＨＵ
プログラム・イ
スラーム地域研究の成果の国際発信として、モノグラフ（単行書）をシリ ズ して刊行する。出版は、
E
ncyclopaedia of 
Islam
や雑誌
A
rabica, Studia Islam
ica
などの
中東・イスラーム研究の老舗版元として知られるライデン（オ ンダ）のブリル社に
よる。
同社の中東イスラーム関係のシリーズの
最新のもので、新しいブックデザインで登場した。えんじ色の表紙には梅枝の下絵があしらわれ、これは筆者が手土産に渡した飛騨高山のタオルの図案がもと なっている。
当該書の表紙写真は砂糖精製に使われる
ウブルージュと呼ばれる素焼き 壺で、二〇〇六年中東研究世界大会（アンマン）の折に、アジュルーンの博物館で著者が見つけて撮影したものである（巻頭言
p. xi 参
照） 。砂糖 関する文献と物を渉猟 佐藤先生の面目躍如たる 。
今後年二冊のペースで刊行する予定で、
ラインナップとして九点の書名が、同社ウエッブサイトに掲載され いる（
http://
w
w
w
.brill.com
/products/series/islam
ic-area-
studies ） 。イスラーム地域研究では、ルー
トリジ社から
N
ew
 H
orizon in Islam
ic Studies
シリーズを刊行しているが（三点刊行） 、これは国際会議でのセッションなどに基づくテーマによる論集（共編著）である。ブリル社のものは、日本発 英文モノグラフ（単著）のシリーズで、日本の人文社会科学領域での画期的な試みといえる。
本企画は、故佐藤次高元代表（二〇一一
年四月逝去）が生前に提案し、みずからその第一巻となる原稿を遺された。同書は『砂糖のイスラーム生活史』 （岩波書店、二〇〇八年）をもとに、補筆改訂したもので、従来欧米と東アジアにおける砂糖に偏り、研究の空白となってい 中東イスラーム地域の砂糖生産と消費に切り込むものである。闘病のなか、最後の力をふりしぼるようにして英語原稿を二〇一〇年末に脱稿された。研究は日進月歩 日本語版と同年に
M
oham
m
ad O
uerfelli, L
e surcre: P
roduc-
tion, com
m
ercialisation et usages dans la 
M
éditerranée m
édiéval が刊行され、入手し
た本を病室 持ち込んで読み、ご自身 研究の独自性を確認し（著書
p.32
参照） 、胸
をなでおろしたという（佐藤節子夫人の弁） 。な 、本書の内容については、本誌「新刊紹介」欄に佐藤健太郎さん（北海道大学）による紹介があるので併せてご参照いただきたい。
遺稿は、故湯川武先生の呼びかけによっ
て、佐藤健太郎さんとジェフ
Jeff G
edert さ
ん（早稲田大学拠点、英文校閲担当）の二人が二年がかりで最終チェックを行っ 。佐藤健太郎さんは、著者校正や索引編集を
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一手に引き受け、そのおかげで刊行にこぎ着けることができた。ご葬儀の出棺をまえに小松久男葬儀委員長の「佐藤先生は自ら範を示した、 れに続こう」と 挨拶はいまも耳 残っている。
本シリーズは、筆者が編者代表となり、
ライデンやＭＥＳＡ大会で交渉を重ね 日本の研究を高く評価する海外研究者の「質保証」が大きな後押しとなった。ＩＡＳ英文叢書編集委員会の と、桜井啓子代表のほかつぎの海外 者が諮問委員会を構成する。
A
bdul-K
arim
 R
afeq, N
elly H
anna, S
te-
phen R
. H
um
phreys, D
ale F. Eickelm
an, Fariba 
A
delkhah 。現在のラインナップは、三浦
徹、加藤博＆岩崎えり奈、野田仁、
Elosia 
C
oncetti&
Thierry Zarcone 、私市正年、
Ste-
fan K
nost 、
大稔哲也、長岡慎介、守川知子
の著作である。本シリーズでの刊行は、上記編集委員会で検討のうえ、ブリル社に提案し、ブリル社側の原稿査読によって出版が最終決定される。先方の注文は「内容及び書式の一貫性
consistency 」である。
シリーズでは、日本人著者の人名につい
て、姓を名の後ろにおく方式を採用した。佐藤先生は姓を前にだす方式を主張されていたが、欧米文献 ビブリオグラフィーをみると、名を姓と勘違いする混乱が生じていることから 編集委員会でこのように判断した。
ブリル社は、息の長い企画となることを
期待している。本シリーズの購入、講読、書評・紹介、著書提案をお願いする。
ブリル社のブースで第１巻を手にする編集担当Kathyさんと筆者。
今後の刊行予定
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